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本ガイドは、質量分析装置と併用できるよう装置を構成する責任を担っているお客様、なら

びにフィールドサービスエンジニア（FSE）を対象としています。装置は、LC-MS/MSデー
タ収集時にSCIEX OSを介して自動的に制御されます。

対応している周辺装置と質量分析装置が適切に通信できるよう、ハードウェアのセットアッ

プおよび構成が必要となります。本ガイドの手順に沿って装置とシステムを接続/構成してく
ださい。

注：LCシステムのファームウェアをアップグレードした後、DevicesワークスペースのTest
Device機能を使用して、デバイスが正しく構成され、使用できることを確認します。ドキュ
メント『ソフトウェアユーザーガイド』の「デバイスの編集」の手順を参照してください。
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警告！感電の危険性。主電源が供給される機器を設定する前に、ExionLC 2.0シス
テムモジュールのガイドを参照してください。このガイドは、DVD「ExionLC 2.0
システムのカスタマーリファレンス」で入手可能です

ExionLC 2.0システムモジュール（SCIEX OSソフトウェアでサポート）、およびテスト済み
の最新のファームウェアバージョンについては、『Software Installation Guide』の最新バー
ジョンのドキュメントを参照してください。

ExionLC 2.0システム構成
ExionLC2.0モジュールはEthernetスイッチに接続されています。このスイッチは、取得コン
ピュータに接続されています。

LCシステムと質量分析装置の間にケーブル接続はありません。すべての通信はSCIEX OSに
よって管理されます。

コンピュータをEthernetスイッチに接続
1. スイッチの主電源ケーブルを主電源コンセントに接続します。

2. コンピュータからスイッチのポート1にLAN（Ethernet）ケーブルを接続します。

モジュールをEthernetスイッチに接続
オートサンプラー、ポンプ、カラムオーブン、検出器、洗浄システム、およびバルブドライ

ブはEthernetスイッチに接続されています。

1. 各モジュールの電源ボタンを押して、モジュールをオフにします。

2. モジュールからのLAN（Ethernet）をスイッチの背面にある適切なポートに接続しま
す。

• ポンプをスイッチのポート2に接続します。

• オートサンプラーをスイッチのポート3に接続します。

• Column Ovenをスイッチのポート4に接続します。

• （オプション）バルブドライブのLAN1ポートをスイッチのポート5に接続します。
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• （オプション）検出器をスイッチのポート6に接続します。

• （オプション）2番目のポンプをスイッチのポート7に接続します。

• （オプション）洗浄システムをスイッチのポート8に接続します。

注：これは、一貫性と最適なサービスのために推奨される構成です。ただし、必要

に応じて、別のポート接続を使用できます。

Softwareの構成
1. コンピュータのLCシステムのEthernetポートに、IPアドレス192.168.150.100、サブ

ネットマスク255.255.255.0が設定されていることを確認します。

2. システムを接続して電源を入れた後、SCIEX OSでデバイスを構成します。ExionLC
2.0システムソフトウェアユーザーガイド』のドキュメントを参照してください。

自動構成が完了したら、モジュールのIPアドレスが次の表にリストされていることを
確認してください。IPアドレスが表のアドレスと一致しない場合は、最寄りのSCIEX
担当者に連絡してください。

表 2-1 ExionLC 2.0モジュールとIPアドレス

IPアドレスモデルDevice

192.168.150.101LPGP-200ポンプ

192.168.150.101BP-200ポンプ

192.168.150.101BP-200+ポンプ

192.168.150.107BP-200, BP-200+または
LPGP-200

第2ポンプ

192.168.150.109WS-200洗浄システム

192.168.150.102AS-200Autosampler

192.168.150.102AS-200+Autosampler

192.168.150.106DR-200バルブドライブ

192.168.150.108DR-200第2バルブドライブ

192.168.150.103CO-200Column oven

192.168.150.105MWD-200検出器

192.168.150.104DAD-200またはDADHS-200Diode Array Detector
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障害回復ガイドライン

以下のガイドラインは、いくつかの障害状態を回避できるように提供されています。

警告

警告とは、さまざまな状態についての通知です（例：温度制御モジュールのドアが開いてい

る、溶媒レベルに異常がある、指定の温度に達していない）。これらの状況はシステムによ

る適切な動作の妨げにはなりません。ただし、ソフトウェアは警告の一部をエラー状態とし

て扱い、エラーを生成してからバッチを停止します。これらの条件を最小限に抑える方法の

詳細については、SCIEXにお問い合わせください。

エラー

システムのエラー状態が発生すると、バッチが停止します。バッチが停止する原因となった

エラーの理由を表示するには、次の手順に従います。

1. Device Detailsダイアログを開きます。ExionLC 2.0システムソフトウェアユーザーガ
イド』のドキュメントを参照してください。

図 2-1 Device DetailsダイアログのDetailed Status

2. Errをクリックして、最後のエラーを表示します。

3. エラーの原因となった問題を修正します。たとえば、溶剤の漏れが発生したか、1つ以
上の溶剤レベルがシャットダウンレベルを下回ったなどが挙げられます。

4. デバイスを無効にしてから、再度有効にしてください。
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致命的エラー

LCシステムによって生成されるエラーの最終レベルは致命的なエラーです。致命的なエラー
は通常、オートサンプラー注入メカニズムの故障などの機械的な故障によって発生します。

ただし、どのモジュールでも致命的なエラーが発生する可能性があります。

致命的なエラーから回復するには、必要に応じて次の手順を順番に実行します。

1. [DeviceControl]ダイアログでStandby（ ）をクリックしてモジュールをオフにし、

もう一度クリックしてオンにします。

2. エラーが続く場合は、装置を無効にしてから有効にします。

3. 再度、エラーが発生した場合は、以下の手順を実行してください。

a. デバイスを無効化します。

b. コンピュータをシャットダウンします。

c. コンピュータの電源を入れます。

d. LCシステムの電源を切り、5秒間待ってから、再び電源を入れます。

e. SCIEX OS。

f. 装置を有効にします。

4. システムの再起動後にエラーが発生した場合は、最寄りのSCIEX担当者にお問い合わ
せください。
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警告！感電の危険性。主電源が供給される機器を設定する前に、ExionLC
AC/ExionLCADシステムモジュールのガイドを参照してください。このガイドは、
DVD「ExionLCシステムのカスタマーリファレンス」で入手できます。

ExionLC AC/ExionLC ADシステムモジュール（SCIEX OSソフトウェアでサポート）、
『Software Installation Guide』の最新バージョンを参照してください。

ExionLC AC/ExionLC ADシステム構成
ExionLCコントローラを使用して、ソフトウェアにより、ExionLC AC/ExionLC ADシステム
に接続して制御します。

コントローラとPDA検出器を測定用コンピュータに接続するためのLAN（Ethernet）ケーブ
ルが必要です。PDA検出器は、オプションのコンポーネントです。他のモジュールをコント
ローラに接続するためには光ケーブルも必要となります。

コントローラをコンピュータに接続

1. 電源ボタンを押し、コントローラをオフにします。

2. コントローラ背面のEthernetポートに差し込まれているEthernetケーブルを、コンピュー
タのEthernetポートに接続します。

図 3-1コントローラの背面
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説明項目

初期化ボタン。押すと、システムコントローラが初期化されるか、

またはエラーが消去されます。

1

Ethernetポート（ETHERNET）。ネットワークに接続します。2

ネットワークLED。ネットワークへの接続状態を示します。
• 100M：100 Mbpsで作動中に点灯します。

• ACT：データ交換中に点灯します。

• LINK：ネットワークに接続している間点灯します。

3

RS-232Cポート.コンピュータとデータを交換するためのコネクタ。
サポートされていません。

4

AC出力コネクタ。AC出力のためのコネクタであり、出力は電源ス
イッチに連動します。電源をExionLCAC/ExionLCADシステム。他
の用途には使用しないでください。

5

電源コードコネクタ。主電源に接続します。6

外部入出力端子。7

リモートコネクタ1～8。ExionLCAC/ExionLCADシステムコンポー
ネント。

8

3. WindowsでIPアドレスを192.168.200.1に設定します。

サブネットは98または99に設定しないください。

モジュールをコントローラに接続

オートサンプラー、ポンプ、カラムオーブン、UV検出器は、コントローラに接続できます。

注： PDA検出器には、コントローラと測定用コンピュータに接続するためにスイッチング
ハブが必要です。

装置に付属のドキュメントを参照してください。

1. 各モジュールの電源ボタンを押して、モジュールをオフにします。

2. 電源ボタンを押し、コントローラをオフにします。

3. 装置の光ファイバーケーブルを、コントローラ背面に接続します。

• オートサンプラーを光ファイバーポート1に接続します。

• ポンプAを光ファイバーポート3に接続します。

SCIEX OSソフトウェア装置セットアップガイド
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• ポンプBを光ファイバーポート4に接続します。

• カラムオーブンを光ファイバーポート5に接続します。

• UV検出器を光ファイバーポート6に接続します。

新しく接続されたモジュール用にコントローラを構

成

• コントローラと他のモジュールの電源を切り、2秒間待ってから、すべてのモジュール
の電源を入れ、最後にコントローラの電源を入れます。

注：接続されている各モジュールのモデル番号は、システム構成画面に表示されま

す。すべての接続中のポンプにRemoteのメッセージが表示されます。
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SCIEX OSでサポートされているAgilentデバイス、およびテストされた最新のファームウェ
アバージョンについては、『Software Installation Guide』の最新バージョンのドキュメント
を参照してください。

装置通信の構成

本項では、CANケーブルを使ったLAN（Ethernet）通信によるAgilentシリーズ周辺機器の設
定について説明します。Flexible Cubeはオートサンプラーに接続する必要があります。

注：複数のAgilent装置をスタックとして構成する際は、CANケーブルを使用します。次の
セクションを参照してください：CAN通信の構成。

Ethernet通信の構成
Ethernet通信を使用して、Agilentシステムをコンピュータに接続します。LANケーブルを使
用して、検出器（使用されている場合）をコンピュータに接続します。

注：Agilentモジュールは、すべてのDIPスイッチがDown（Off）に入れられた状態で出荷さ
れます。検出器（使用されている場合）およびポンプでは、スイッチ7と8はUp（On）に
入っている必要があります。

CAN通信の構成
CANケーブルをEthernetケーブルのいずれかと併用して、Agilent装置のスタックを構成しま
す。Agilentスタック構成では、単一のモジュールがEthernetケーブルでコンピュータに接続
されます。続いて、他の追加AgilentモジュールがCANケーブルで相互に（直列に）接続され
ます。

スタックを手動でモニター／制御するには、Agilentシリーズのハンドヘルド制御モジュール
を、Agilent装置背面のいずれかのCAN接続部に接続します。スタック内のCANケーブルで接
続されたモジュールは、SCIEX OS装置プロファイル内のデバイスと一致する必要がありま
す。CANでリンクされたスタックに不具合が発生した場合は、スタック内のすべての装置を
再起動します。

注： CANケーブルで接続されているモジュールは、すべて同じファームウェアスイート上
に配置されている必要があります。

SCIEX OSソフトウェア装置セットアップガイド
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CANケーブルでAgilent装置を構成する方法について詳しくは、Agilentのドキュメントを参照
してください。

オートサンプラーの構成

警告！感電の危険性。主電源が供給される機器を設定する前に、Agilentオートサ
ンプラーの安全指示書を参照してください。

Autosamplerの接続
この手順では、標準LAN（Ethernet）通信を介してAgilentオートサンプラーをコンピュータ
に接続する方法について説明します。

Agilentオートサンプラー用のケーブルは質量分析装置に付属しています。

1. モジュールの前面にあるオン/オフボタンを押して、Agilentオートサンプラーをオフに
します。

2. 測定用コンピュータをシャットダウンします。

3. CANケーブルをオートサンプラーに接続します。

図 4-1 1290 Autosamplerの背面パネル
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図 4-2 1260または1290 Infinity II Autosamplerの背面パネル

説明項目

リモートポート1

シリアルポート2

CANコネクタ3

Agilent GPIB4

DIPスイッチ5

SCIEX OSソフトウェア装置セットアップガイド
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説明項目

LAN（Ethernet）ポート6

USBポート7

ポンプの構成

警告！感電の危険性。主電源が供給される機器を設定する前に、Agilentポンプの
安全指示書を参照してください。

本項では、それぞれのポンプに必要なハードウェアについて説明し、ポンプをコンピュータ

に接続する方法について説明します。LAN（Ethernet）接続を使用して、ポンプまたはDAD
のいずれかを接続できます。装置プロファイルでポンプとDADの双方が使用されている場
合、DADがLAN接続を介して接続されていることを確認してください。

必要なハードウェアを以下の表にリストします。システムがどのように構成されたかによっ

ては、以下のケーブルがすべて必要ではない場合もあります。

• CANケーブル（Agilentシステムに同梱）

• LAN（Ethernet）ケーブル

ポンプの接続

本項では、LAN（Ethernet）通信を介してAgilentポンプをコンピュータに接続する方法につ
いて説明します。Ethernetケーブルを使用して、Agilentポンプをコンピュータに接続します。

1. コンピュータをシャットダウンします。

2. On/Offボタンを押しポンプをオフにします。

3. CANケーブルをポンプに接続します。

装置セットアップガイドSCIEX OSソフトウェア
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図 4-3 Agilent G4220Aポンプの背面パネル

図 4-4 Agilent G7111またはG5654ポンプの背面パネル

説明項目

リモートポート1

USBポート2

LAN（Ethernet）ポート3

シリアルポート4

SCIEX OSソフトウェア装置セットアップガイド
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説明項目

CANポート5

DIPスイッチ6

4. システムに検出器が含まれていない場合は、ポンプからのLAN（Ethernet）ケーブル
を測定用コンピュータに接続します。

カラムコンパートメント構成

以下のハードウェアが必要です。

• CANケーブル（Agilentシステムに同梱）

カラムコンパートメントの接続

• CANケーブルをカラムコンパートメントに接続する

検出器の構成

警告！感電の危険性。主電源が供給される機器を設定する前に、Agilent検出器の
安全指示書を参照してください。

必要なハードウェアを以下の表にリストします。

• LAN（Ethernet）ケーブル

ダイオードアレイ型検出器をコンピュータに接続

Agilent DADには、オンボードLANインターフェースが内蔵されています。LAN（Ethernet）
ケーブルを使用して、DADをコンピュータに接続します。次のセクションを参照してくださ
い：Ethernet通信の構成。

1. コンピュータをシャットダウンします。

2. On/Offボタンを押してAgilentダイオードアレイ型検出器をオフにします。

3. LANケーブル（Ethernet）をAgilentダイオードアレイ型検出器の背面に接続します。
次の図を参照してください。
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図 4-5 G4212Aダイオードアレイ型検出器の背面

図 4-6 G7117ダイオードアレイ型検出器の背面

説明項目

LANポート1

4. LANケーブルのもう一方の端をコンピュータに接続します。

SCIEX OSソフトウェア装置セットアップガイド
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警告！感電の危険性。主電源が供給される機器を設定する前に、Shimadzuモジュー
ルの安全指示書を参照してください。

SCIEX OSでサポートされているShimadzu LCモジュールのリストについては、『Software
Installation Guide』の最新バージョンを参照してください。

注：ShimadzuLC-40オートサンプラーの場合、プレートチェンジャーがシステムに取り付
けられていると、3プレートラックのプレート3をサンプル取得に使用できません。このプ
レート位置は、サンプルトレイをプレートチェンジャーに出し入れするためのものです。

Shimadzu LC-40ポンプの場合、移動相モニターを使用する場合は、適切に構成してくださ
い。ただし、SCIEXOSではサポートされていません。移動相モニターの設定については、
Shimadzuから入手できる移動相モニター取扱説明書を参照してください。

Shimadzuシステム構成
以下のシステムコントローラを使用して、Shimadzu HPLCシステムに接続し、SCIEX OSを
使用して制御します。

• CBM-20A

• CBM-20A lite

• CBM-40

• CBM-40 lite

• SCL-40

システムコントローラとPDA検出器を測定用コンピュータに接続するためにはLAN（Ethernet）
ケーブルが必要です。PDA検出器は、オプションのコンポーネントです。他のモジュールを
コントローラに接続するためには光ケーブルも必要となります。

必要なハードウェアを以下の表にリストします。

表 5-1 Shimadzuモジュールに必要なハードウェア

必要とされる他の部品ケーブル

• Shimadzu光ファイバーケーブル（接続したモジュー
ルごとに1本）

LANケーブル

装置セットアップガイドSCIEX OSソフトウェア
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Shimadzuシステムコントローラをコンピュータに
接続する

1. 電源ボタンを押して、Shimadzuシステムコントローラをオフにします。

2. コントローラ背面のEthernetポートに差し込まれているEthernetケーブルを、コンピュー
タのEthernetポートに接続します。

図 5-1コントローラの背面

説明項目

初期化ボタン。押すと、システムコントローラが初期化されるか、

またはエラーが消去されます。

1

Ethernetポート（ETHERNET）。ネットワークに接続します。2

ネットワークLED。ネットワークへの接続状態を示します。
• 100M：100 Mbpsで作動中に点灯します。

• ACT：データ交換中に点灯します。

• LINK：ネットワークに接続している間点灯します。

3

RS-232Cポート.コンピュータとデータを交換するためのコネクタ。4

AC出力コネクタ。AC出力のためのコネクタであり、出力は電源ス
イッチに連動します。Shimadzuモジュールに電力を供給するため
に使用できます。他の用途には使用しないでください。

5

電源コードコネクタ。主電源に接続します。6

SCIEX OSソフトウェア装置セットアップガイド
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説明項目

外部入出力端子。7

リモートコネクタ1～8。Shimadzuモジュールに接続します。8

3. WindowsでIPアドレスを192.168.200.1に設定します。

サブネットは98または99に設定しないください。

モジュールをコントローラに接続

オートサンプラー、ポンプ、カラムオーブン、UV検出器は、コントローラに接続できます。

注： PDA検出器には、コントローラと測定用コンピュータに接続するためにスイッチング
ハブが必要です。

装置に付属のドキュメントを参照してください。

1. 各モジュールの電源ボタンを押して、モジュールをオフにします。

2. 電源ボタンを押し、コントローラをオフにします。

3. 装置の光ファイバーケーブルを、コントローラ背面に接続します。

• オートサンプラーを光ファイバーポート1に接続します。

• ポンプAを光ファイバーポート3に接続します。

• ポンプBを光ファイバーポート4に接続します。

• カラムオーブンを光ファイバーポート5に接続します。

• UV検出器を光ファイバーポート6に接続します。

新しく接続されたモジュール用にコントローラを構

成

• コントローラと他のモジュールの電源を切り、2秒間待ってから、すべてのモジュール
の電源を入れ、最後にコントローラの電源を入れます。

装置セットアップガイドSCIEX OSソフトウェア
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注：接続されている各モジュールのモデル番号は、システム構成画面に表示されま

す。すべての接続中のポンプにRemoteのメッセージが表示されます。

ネットワークでの使用に向けてShimadzu装置の通
信を構成（CBM-20AおよびCBM-20A lite）
光ファイバケーブルを取り付けた状態で、適切なアドレスが設定され、REMOTELEDが点灯
しているオートサンプラーまたはCBMに適切に接続されているその他のポンプのフロントパ
ネルから、または、CBMliteが取り付けられているユニットのフロントパネルから、この手順
に従って、ネットワークで使用する通信を設定します。

1. VPキーを4回押してCALIBRATIONと表示させます。

2. FUNCを押してINPUT PASSWORDを表示します。

3. 00000（ゼロが5つ）と入力し、ENTERを押してFLOW COMMと表示させます。

4. BACKを押してCBM PARAMETERを表示します。

5. ENTERを押すと、シリアル番号（またはインストールされたCBM liteのシリアル番
号）が表示されます。

6. FUNCを2回押してINTERFACEと表示させ、以下のパラメーターを設定します。

a. 接続タイプを選択します。

• RS-232Cの場合は1を押し、続いてENTERを押します。

• Ethernet（推奨）の場合は2を押し、続いてENTERを押します。

b. Ethernetが選択されている場合は、Ethernet Speedを設定します。自動検出のた
めに0（ゼロ）を押し、次にENTERを押します。

7. リモートHPLCモニタリングができるようシステムがラボネットワーク上にインストー
ルされている場合は、次の4つのパラメーターに関する情報をネットワーク管理者（IT
グループ）から得る必要があります。

• USE GATEWAY：「いいえ」場合は「0」（ゼロ）を、「はい」の場合は「1」を
選択して、ENTERを押します。

• IPADDRESS：ネットワーク管理者からユニットに割り当てられた静的IPアドレス
を入力し、ENTERを押します。

• SUBNET MASK：ネットワーク管理者から提供された数字を入力し、ENTERを押
します。

• DEFAULT GATEWAY：ネットワーク管理者から提供された値を入力し、ENTER
を押します。
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8. 各LCモジュールの電源をオフにしてからオンにして、変更を受け入れて保存します。

ネットワークでの使用に向けてShimadzu装置の通
信を構成（SCL-40、CBM-40、およびCBM-40 lite）
この手順は、オートサンプラーやCBMに適切に接続されているポンプのフロントパネル、ま
たはCBMliteが取り付けられているモジュールのフロントパネルから実行します。各モジュー
ルが光ファイバケーブルで正しく接続されていること、IPアドレスが正しく設定されている
こと、Remote LEDが点灯していることを確認してください。

1. タッチスクリーンをタッチしてアクティブにします。

2. 右矢印、下矢印、右矢印の順に押して、VPモードに入ります

3. 上下の矢印を押してオプションをスクロールし、CALIBRATIONを表示します。

4. 右矢印を押してINPUT PASSWORDを表示します。

5. 00000（ゼロが5つ）と入力し、ENTERを押してOperation Modeと表示させます。

6. 上下の矢印を押してオプションをスクロールし、CBM PARAMETERを表示します。

7. 右矢印を押すと、インストールされているシステムコントローラのシリアル番号が表

示されます。

8. INTERFACEが表示されるまで上下の矢印を押し、次のオプションのいずれかを選択
してから、ENTERを押します。

• 0: OPT、光ケーブル接続

• 1: RS、シリアル通信(RS-232C)接続、更新やトラブルシューティング時のみ使用
(Shimadzuのみの機能です)

• 2: ETH、Ethernet（推奨）接続

9. （必要に応じて）リモート監視用にシステムをセットアップするには、お客様のITス
ペシャリストからの情報を使用してネットワークパラメーターを構成します。下矢印

を使用して、次の4つのパラメーターに移動します。パラメーターごとに値を入力し、
ENTERを押します。
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表 5-2ピアツーピアネットワークのパラメーター

値フィールド

• 0:NO、デフォルトゲートウェイを使用しないでください

• 1:GW、デフォルトゲートウェイを使用してください

• 2:DHCP、DHCPサーバーからIPアドレスを自動的に取得します

USE
GATEWAY

ITスペシャリストによってLCシステムに割り当てられた静的IPアド
レス。

IP ADDRESS

ITスペシャリストが提供するサブネットマスク。SUBNETMASK

ITスペシャリストが提供するゲートウェイ。DEFAULT
GATEWAY

10. 各LCモジュールの電源をオフにしてからオンにして、変更を受け入れて保存します。
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SCIEX OSは、Harvardポンプ11エリートおよびHarvard PHDウルトラシリンジポンプをサ
ポートしています。

外部Harvardシリンジポンプを使用するには、次の手順を実行します。

• 製造元供給の通信ケーブルの一端をシリンジポンプに接続し、もう一方の端を測定用コン
ピュータのシリアルポートに接続します。

• （Windows 7のみ）Harvardシリンジポンプ用のデバイスドライバーをインストールしま
す。次のセクションを参照してください：デバイスドライバーをインストールする

（Windows 7）。

注：Windows 10は、自動的に必要なデバイスドライバーをインストールします。

• シリンジポンプをSCIEX OSの装置リストに追加します。次のセクションを参照してくだ
さい：Harvardシリンジポンプの設定。

デバイスドライバーをインストールする（Windows
7）
実施前提手順

• 製造元供給の通信ケーブルの一端をシリンジポンプに接続し、もう一方の端を測定用コ
ンピュータのシリアルポートに接続します。

SCIEXOSがシリンジポンプと通信できるようにするには、MicrosoftWindows7オペレーティ
ングシステムの測定用コンピュータ上に、Harvardシリンジポンプ用デバイスドライバーを
インストールする必要があります。

1. 測定用コンピュータにSCIEX OSインストールDVDをDVDドライブに挿入する
か、SCIEX OSインストーラーをダウンロードして解凍します。

2. Released\DVD\Drivers\HarvardApparatusBulkDriver 3.0.1.0フォルダーまで移動しま
す。

3. ドライバーのSetup.exeをダブルクリックします。

4. 指示に従ってドライバーをインストールします。

装置セットアップガイドSCIEX OSソフトウェア
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Harvardシリンジポンプの設定
実施前提手順

• 製造元供給の通信ケーブルの一端をシリンジポンプに接続し、もう一方の端を測定用コ
ンピュータのシリアルポートに接続します。

1. Microsoft Windowsデバイスマネージャーを開き、Portsを開きます。

シリンジポンプを測定用コンピュータに接続する際は、デバイスマネージャーで識別

された通り、利用可能なシリアル（COM）ポートを必ず使用してください。

図 6-1デバイスマネージャー：ポート

2. SCIEX OSでは、Configurationワークスペースで、Devicesをクリックします。

3. Addをクリックします。

Deviceダイアログが開きます。

4. Typeフィールドで、Syringe Pumpを選択し、ModelフィールドでHarvard Syringe
Pumpを選択します。
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図 6-2 Deviceダイアログ

5. Settingsをクリックします。

Settingダイアログが開きます。

6. CommunicationsPortがWindowsデバイスマネージャーに表示されたポートに一致し
ていることを確認し、他の設定が正しく構成されていることを確かめます。しい値に

ついては、装置に付属のドキュメントを参照してください。
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図 6-3通信ポート

7. Test Deviceをクリックします。

8. テストが成功したら、Saveをクリックして新しいデバイスを保存します。

テストが失敗したら、デバイスの構成およびケーブルの接続を確認します。
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SCIEX OS接点閉による同期信号を受け入れます。SCIEX OSとSCIEX OSに直接制御されて
いない装置との間の信号を同期するために、接点閉を使用することができます。

注：ソフトウェアやハンドヘルドコントローラなど、装置を制御する何らかの方法が利用

できなければなりません。SCIEXは、サードパーティ製の装置やそのソフトウェアをサポー
トしていません。接点閉のための装置の構成については、装置に付属するマニュアルを参

照するか、装置の製造元にお問い合わせください。

以下のような装置用の接点閉ケーブルは、SCIEXから入手可能です：

• MicroLC 200およびnanoLC 400システム

• Agilent 1100、1200および1260ポンプ

• CTC PAL、DLW、およびLC/ミニサンプラー

注：接点閉のケーブルに対応する装置の完了リストについては、『部品および機器ガイド』

のドキュメントを参照してください。

必要な資材

• 装置用の接点閉ケーブル

デバイスを質量分析装置に接続する

• コンタクトクロージャケーブルを質量分析装置のAUX IOポートに接続する

装置セットアップガイドSCIEX OSソフトウェア
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お客様のトレーニング

• 北米：NA.CustomerTraining@sciex.com

• ヨーロッパ：Europe.CustomerTraining@sciex.com

• ヨーロッパおよび北米以外：sciex.com/education

オンライン学習センター

• SCIEX Now Learning Hub

SCIEXサポート
SCIEXおよびその代理店は、十分に訓練を受けた保守／技術専門要員を世界中に有していま
す。システムまたは起こり得る技術的問題に関するご質問にお答えします。詳細な情報につ

いては、SCIEXウェブサイト (sciex.com)を参照するか、以下の連絡先までお問い合わせく
ださい。

• sciex.com/contact-us

• sciex.com/request-support

サイバーセキュリティ

SCIEX製品のサイバーセキュリティに関する最新のガイダンスについては、
sciex.com/productsecurityを参照してください。

ドキュメント

このバージョンのドキュメントは、以前のすべてのバージョンのドキュメントに優先します。

このドキュメントを電子的に閲覧するにはAdobe Acrobat Readerが必要です。最新バージョ
ンをダウンロードするには、https://get.adobe.com/readerにアクセスします。
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ソフトウェア製品のドキュメントについては、ソフトウェアに付属のリリースノートまたは

ソフトウェアインストールガイドを参照してください。

ハードウェア製品のドキュメントを検索するには、システムまたはコンポーネントに付属の

カスタマーリファレンス DVDを参照してください。

ドキュメントの最新版はSCIEXのwebサイト（sciex.com/customer-documents）で入手でき
ます。

注：このドキュメントの無料の印刷版を請求するには、sciex.com/contact-usまでお問い合
わせください。

装置セットアップガイドSCIEX OSソフトウェア
RUO-IDV-05-3006-JA-G32 / 32

お問い合わせ先

https://sciex.com/customer-documents
https://sciex.com/contact-us
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